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今日の富士山



今週の田畑の育ち



今週の田畑の育ち（滋賀県守山市付近）



車窓：鴨川（賀茂川）



大阪・道頓堀：くいだおれ太郎



家計の資産格差と生活格差
　を考える

今週のテーマ



テキスト

森岡孝二編著
『格差社会の構造
　　－グローバル資本主義の断層』
　　　桜井書店、２００７年９月刊

第５章　家計の資産格差と生活格差



格差論議と資産格差

・格差論議
　　家計の経済格差
　　　　所得を主たる指標とする
　　　　資産格差は実態解明・理論化が遅れる

　　所得：フロー
　　資産：ストック

　　所得の帰結として資産において増幅



資産格差の実態と解明

格差社会の解明には、
資産格差の実態追及が必要

資産格差の実態解明は、
データも文献も少なく、
またその信頼性も乏しく、難しい



所得十分位階級分析

・総務省の国民経済計算
　　「全国消費実態調査」・「家計調査年報」

所得を十分位で分類
　所得の十分位階級とは、世帯（又は世帯員）を
所得の低い方から高い方に並べてそれぞれの世
帯数（又は人数）が等しくなるように十等分したも
ので、低い方のグル－プから第１・十分位、第２・
十分位、……、第10・十分位という。



ニッセイ基礎研究所ＨＰより



所得十分位階級別資産保有状況

階級 Ⅰ Ⅳ 平均 Ⅶ Ⅹ

所得 ５ ６１ １００ １１６ ２６０

貯蓄 －７１ ４０ １００ １３２ ４１２

実物資産 ５３ ６７ １００ ９５ ２１７

金融資産 ５８ ７６ １００ ９０ ２２３

持ち家率 ５１ ４７ ６８ ７３ ９４



所得と貯蓄の関係

所得が高ければ高いほど、
　　　それに付随する貯蓄額と貯蓄率が高い

貯蓄での開差は所得レベル以上に拡大する



家計資産形成と格差

勤労所得に対比される資産所得は、
各十分位が高位になるほど
その額を増している

金融資産：証券・株式保有額



家計資産の世帯間移行

１９８０年代に日本の家計に保有する
土地資産額の約４０％、金融資産額の約２８％
が相続を原因とする

持ち家：：住宅取得
　　戦後の「人生における最大の買い物」

持ち家率：各層とも高水準、相続対象



「生活資産」と「貨殖資産」

生活資産：純粋に家計による消費に供せられて
　　　　　　　いる資産

貨殖資産：金融・株式市場や不動産賃貸市場　
　　　　　　　に委ねられる資産

所得と資産の大きさ：
　　貨殖資産に由来する資産所得が大きくなる

生活資産のみにかろうじて終始する多数部分
貨殖資産にも大きく頼れる少数部分



生活格差と生活水準

生活水準：その評価基準を、所得と消費だけに
　　　　　　　局限してよいか

Ａ．セン：
　　機能アプローチ
　　潜在能力アプローチ
　　　　　　　　　　　　効用ではなく

　　エージェンシー（能動者）と
　　ペイシェント（受動者）



家計資産形成をめぐる動向

日本版ビックバン：１９９６年
　　　　　　金融の自由化、規制緩和

総額一千数百兆円の家計の金融資産への
　　　　　　　　　　　　　　　　内外金融機関の攻勢

１）貯蓄から投資へ
２）大手金融機関による富裕層を対象とする
　　プライベート・バンキングの展開
３）低所得者への対策、「サラ金」に対して
　　消費者金融を大手銀行が取り込む
４）住宅ローン戦略の強化　　　持ち家主義



純金融資産保有規模別世帯数と総額

１）超富裕層：５億円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．２万世帯　計　４６兆円
２）富裕層：１億円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１．３万世帯　計１６７兆円
３）準富裕層：０．５億円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　２８０．４万世帯　計１８２兆円
４）アッパーマス層：０．３億円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　７０１．９万世帯　計２４６兆円
５）マス層：０．３億円未満
　　　　　　　　　　　　　　　　３８３１．５万世帯　計５１２兆円

準富裕層から超富裕層までの計７．５％（３６６．９万世帯）
が金融資産の３４．２％（３９５兆円）を保有する



橘木俊詔『格差社会』岩波新書より

貯蓄無しの世帯



橘木俊詔『格差社会』岩波新書より

自己破産申し立て数



橘木俊詔『格差社会』岩波新書より

生活保護受給者数



ホームレス数

橘木俊詔『格差社会』岩波新書より



橘木俊詔『格差社会』岩波新書より

健康保険料滞納者数



橘木俊詔『格差社会』岩波新書より

年齢別滞納者数



労働ビックバンと資産格差の拡大・固定化

・ビックバン：　ウィンブルドン現象

・日本版ビックバン：　国技館現象

・労働ビックバン：

　収入（賃金）→貯蓄→資産形成の基本過程を
　　揺るがす

　格差の拡大と固定化



富の偏在

家計資産・貨殖資産の拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　富の偏在

　世代間に特権的な「インナーサークル」の形成

　生活できない
　結婚できない　　　　　　→　悪循環　
　子供を生めない　　　　



人間の基本的な機能と状態

　　　・食べる
　　　・飲む
　　　・着る
　　　・住む
　　　・子供を生み育てる
　　　・人並みに交際する

　多くの人は生活資産の制約で不十分にしか
　満たされない



　格差の拡大と固定化

　　「日本　２１世紀ビジョン」
　　「生活大国」日本→「自己責任」日本

　　「美しい国」
　　「希望の国」（御手洗ビジョン）
　　　　　　　　　　　　　　→　ブラック・ユーモアに



家計の資産格差と生活格差
　　を考える

今週のテーマ

終わり



今週の元気な企業と人

住友金属工業製鋼所（大阪市） SQUET 2007-09



ビデオ鑑賞

ＮＨＫスペシャル

セーフティーネット・クライシス
　　～日本の社会保障が危ない～
　　　　　　　〔前半〕

ＮＨＫ：２００８年５月１１日放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５分
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第７回　終わり


